
宮
城
総
鉄
門
前
に
約
80
名
の

組
合
員
が
結
集
す
る
中
、
集
会

は
地
本
中
島
副
委
員
長
の
司
会

で
開
会
。

地
方
本
部
を
代
表
し
橋
本
委

員
長
は
、
「
貨
物
会
社
は
『
社

員
の
処
遇
に
つ
い
て
改
善
す
る

こ
と
は
経
営
者
と
し
て
の
責
任
』

と
言
い
、
上
半
期
の
黒
字
経
営

を
受
け
て
も
、
下
期
の
先
行
き

不
透
明
を
理
由
に
超
低
額
回
答

を
示
し
た
。
貨
物
会
社
の
経
営

責
任
を
果
た
さ
な
い
姿
勢
を
許

す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
あ
い

さ
つ
。

続
い
て
東
北
貨
物
協
議
会
岩

井
議
長
は
、
こ
の
間
の
交
渉
と

闘
い
の
経
過
を
説
明
。
そ
の
骨

子
は
、
①
10
月
21
日
の
第
1
回

交
渉
で
本
部
は
要
求
内
容
が
如

何
に
切
実
で
あ
る
か
を
訴
え
た
。

②
11
月
5
日
の
第
2
回
交
渉
で

会
社
は
災
害
対
応
や
景
気
刺
激

策
の
打
ち
切
り
な
ど
厳
し
さ
を

前
面
に
出
す
も
、
上
期
の
営
業

黒
字
を
受
け
て
、
管
理
職
社
員

と
役
員
報
酬
カ
ッ
ト
の
解
除
や

カ
ッ
ト
率
の
引
き
下
げ
を
明
ら

か
に
し
た
。

ま
た
定
期
昇
給
の
先
送
り
分

の
年
末
手
当
で
の
還
元
は
明
確

に
せ
ず
先
送
り
。

③
11
月
11
日
、
第
3
回
交
渉
。

中
間
決
算
で
2
億
円
の
純
利

益
を
出
し
て
お
り
、
社
員
の
要

求
に
応
え
よ
と
迫
っ
た
が
、
会

社
は
下
期
の
先
行
き
不
透
明
さ

を
強
調
。
「
1
・
5
ヶ
月
」
が

精
一
杯
と
の
内
容
。

回
答
予
定
日
の
11
月
19
日
、

20
時
過
ぎ
「
1
・
62
ヶ
月
、
12

月
10
日
支
払
い
」
、
昇
級
先
送

り
分
は
「
今
年
末
手
当
で
の
整

理
は
困
難
」
と
回
答
。

④
東
北
貨
物
協
は
役
員
会
の
中

で
「
各
分
会
職
場
集
会
の
開
催
」

「
現
場
長
申
し
入
れ
」
「
本
社
・

支
社
へ
の
要
請
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
創
意

工
夫
し
て
取
り
組
む
」
事
を
確

認
し
実
践
。

各
分
会
で
は
個
人
名
で
の
要

請
ハ
ガ
キ
・
ジ
ャ
ン
ボ
ハ
ガ
キ

等
精
一
杯
取
り
組
ん
だ
。

最
後
に
岩
井
議
長
は
、
「
社

員
の
人
件
費
削
減
に
の
み
頼
っ

た
安
易
な
経
費
節
減
策
に
反
対

し
、
国
労
提
言
実
現
の
た
め
、

今
後
も
粘
り
強
い
闘
い
を
展
開

す
る
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

続
い
て
、
宮
城
県
支
部
秋
山

委
員
長
、
仙
総
支
部
庄
司
委
員

長
、
自
動
車
支
部
北
山
副
委
員

長
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
決
意
表
明

を
受
け
た
。
ま
た
貨
物
宮
城
阿

部
分
会
長
は
、
「
貨
物
会
社
経

営
陣
は
自
ら
の
待
遇
の
み
を
改

善
し
、
我
々
に
犠
牲
を
強
い
て

い
る
。
断
じ
て
許
す
こ
と
は
出

来
な
い
。
今
後
も
団
結
し
闘
い

続
け
る
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

集
会
で
は
佐
藤
執
行
委
員
が

読
み
上
げ
た
集
会
宣
言
を
採
択

し
、
最
後
に
橋
本
委
員
長
の
団

結
頑
張
ろ
う
で
怒
り
の
拳
を
突

き
上
げ
た
。

【
幸
】

※
同
日
、
福
島
県
集
会
は
郡

山
分
連
協
で
、
ま
た
郡
山
工
場

支
部
は
11
月
26
日
、
郡
総
門
前

で
抗
議
集
会
を
開
催
し
た
。

東
日
本
本
部
と
し
て
、
武
田

幸
喜
組
織
部
長
か
ら
問
題
提
起

が
行
わ
れ
た
。

同
部
長
は
、
東
日
本
組
織
の

組
織
人
員
と
直
近
の
組
織
加
入

状
況
と
し
て
、
東
日
本
大
会
以

降
5
名
、
一
括
和
解
以
降
88
名

の
国
労
加
入
が
あ
っ
た
と
報
告
。

ま
た
拡
大
が
あ
っ
た
分
会
に

学
び
教
訓
化
が
必
要
で
あ
る
と

し
て
、
こ
の
間
組
織
拡
大
を
続

け
て
い
る
機
関
の
具
体
的
取
り

組
み
を
紹
介
し
た
。

現
在
、
組
合
員
の
約
５
０
０

名
が
主
任
職
、
助
役
の
合
格
と

発
令
も
あ
り
、
会
社
の
動
き
と

し
て
、
試
験
・
配
転
の
扱
い
で

は
、
国
労
差
別
か
ら
個
人
管
理

に
変
化
が
見
ら
れ
る
と
分
析
。

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、

一
番
重
要
な
こ
と
は
分
会
組
織

の
活
性
化
で
あ
り
、
会
社
施
設

の
利
用
と
合
わ
せ
、
機
関
会
議

を
確
実
に
実
施
し
、
議
論
を
深

め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
述

べ
た
。

地
方
本
部
と
し
て
曽
我
組
織

部
長
は
以
下
の
提
起
を
行
っ
た
。

◆
若
い
世
代
に
仕
事
の
継
承
も

大
切
だ
が
、
国
労
運
動
の
継
承

も
必
要
。
組
織
拡
大
は
避
け
て

通
れ
な
い
道
。

◆
若
手
は
試
験
に
合
格
し
て
も

低
賃
金
。
現
在
の
賃
金
体
系
で

は
主
任
で
あ
っ
て
も
低
賃
金
に

据
え
置
か
れ
る
。
そ
れ
は
ベ
ア

が
な
い
か
ら
で
あ
り
、
ベ
ア
を

勝
ち
取
る
こ
と
に
よ
り
賃
金
を

上
げ
る
と
い
う
こ
と
を
話
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

◆
機
関
会
議
を
施
設
利
用
で
行

い
、
活
性
化
を
図
る
こ
と
。
個

人
の
つ
な
が
り
は
大
切
だ
が
、

機
関
と
し
て
議
論
す
る
こ
と
が

必
要
。
困
難
な
場
合
は
地
本
が

入
る
の
で
相
談
を
。

◆
駅
・
運
輸
区
間
で
の
交
流
会

の
開
催
を
。
新
た
な
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
と
し
て
駅
、
車
掌
、
運

転
士
と
異
動
が
あ
り
、
交
流
を

発
展
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

◆
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
組
織
化
。

分
会
の
声
掛
け
と
意
思
統
一
を
。
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11
・
5

 
団
交

設
備
メ
ン
テ
改
善
（
土
・
建
・
機
）

11
・
8

 
地
方
代
表
者
会
議

11
・
11

 
第
2
回
執
行
委
員
会

11
・
10-

11

貨
物
団
交

11
・
11

 
団
交

設
備
メ
ン
テ
改
善
（
保
線
）

11
・
12

 
団
交

設
備
メ
ン
テ
改
善
（
整
理
）

11
・
16
・
18

団
交

ダ
イ
ヤ
改
正

11
・
17

支
部
・
分
会
代
表
者
会
議

11
・
18

地
方
書
記
長
会
議

11
・
23

組
織
対
策
会
議

11
・
24

 
貨
物
年
末
手
当
低
額
回
答
抗
議
集
会
（
宮
・
福
）

11
・
24

第
1
回
春
闘
事
務
局
会
議

11
・
24

 
団
交

ダ
イ
ヤ
改
正

11
・
25

団
交

ダ
イ
ヤ
改
正
（
整
理
）

11
・
25

国
労
会
館
地
方
部
長
会
議

11
・
25

地
方
業
務
部
長
会
議

11
・
26

貨
物
年
末
手
当
低
額
回
答
抗
議
集
会
（
郡
工
）

11
・
27-

28

活
動
家
交
流
集
会
・
東
北
協
議
会
総
会

11
月
19
日
、
JR
貨
物
会
社
は
、
10
年
度
年
末
手
当
の
支
払
い

に
関
す
る
申
し
入
れ
（
闘
申
第
5
号
）
に
対
し
、
基
準
内
賃
金

の
1
・
62
ヶ
月
分
と
い
う
、
超
低
額
回
答
を
示
し
た
。

 
「
生
活
改
善
は
期
末
手
当
で
」
と
い
う
、
社
員
家
族
の
切
実

な
声
、
願
い
に
背
を
向
け
踏
み
に
じ
る
回
答
に
対
し
、
組
合
は

席
上
強
く
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
各
級
機
関
に
対
し
抗
議
行
動

を
指
示
。

 
地
本
内
に
お
い
て
も
11
月
24
日
、
宮
城
貨
物
総
鉄
門
前
に
お

い
て
「
再
検
討
・
再
回
答
を
求
め
る
抗
議
集
会
」
を
開
催
す
る

な
ど
各
地
で
抗
議
行
動
を
展
開
し
た
。

貨物会社の姿勢を糾弾する阿部分会長（左）

 
地
方
本
部
は
11
月
23
日
、
こ
く
ろ
う
会
館
に
お
い
て
、
組
織

対
策
会
議
を
開
催
し
た
。

 
組
織
の
強
化
・
拡
大
の
闘
い
は
、
国
労
の
最
重
要
課
題
の

一
つ
。
参
加
し
た
各
級
機
関
の
代
表
者
は
、
東
日
本
本
部
な

ら
び
に
地
方
本
部
組
織
部
が
行
っ
た
、
組
織
の
将
来
を
見
据

え
た
問
題
提
起
に
対
し
て
真
摯
な
討
論
を
行
っ
た
。

問題提起する地本曽我組織部長



ラ
ウ
ン
ド
前
の
開
会
式
で
は
、

大
村
実
行
委
員
長
（
仙
台
保
線

区
分
会
）
か
ら
「
長
年
の
闘
い

で
あ
る
JR
不
採
用
事
件
の
政
治

解
決
を
迎
え
た
。
組
合
員
皆
さ

ん
の
お
陰
。
今
後
は
闘
争
団
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
の
目
的
か
ら
、
組
織

拡
大
の
舞
台
に
。
怪
我
な
く
一

日
楽
し
も
う
」
と
あ
い
さ
つ
が

行
わ
れ
た
。

ゲ
ー
ム
で
は
、
ド
ラ
コ
ン
、

ニ
ア
ピ
ン
勝
負
に
歓
喜
の
声
が

上
が
り
、
バ
ー
デ
ィ
ー
シ
ョ
ッ

ト
は
お
手
の
も
の
、
池
ポ
チ
ャ

あ
り
、
OB
あ
り
、
広
い
コ
ー
ス

を
わ
ざ
わ
ざ
縦
横
無
尽
に
駆
け

回
っ
て
し
ま
う
組
合
員
の
姿
が

あ
り
、
18
ホ
ー
ル
の
厳
し
く
も

楽
し
い
駆
け
引
き
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。

お
待
ち
か
ね
の
表
彰
式
会
場

で
は
、
豪
華
商
品
を
前
に
39
位

か
ら
順
位
が
発
表
さ
れ
、
上
位

に
近
づ
く
に
つ
れ
一
喜
一
憂
の

表
情
が
浮
か
び
あ
が
っ
た
。

優
勝
し
た
小
牛
田
運
輸
区
分

会
の
中
鉢
悟
氏
は
、
優
勝
カ
ッ

プ
と
持
ち
き
れ
な
い
ほ
ど
の
豪

華
商
品
（
ベ
ス
グ
ロ
・
ド
ラ
コ

ン
等
）
を
手
に
し
、
会
場
か
ら

は
万
雷
の
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

表
彰
式
を
終
え
、
来
年
も
ま

た
仲
間
を
一
人
で
も
多
く
誘
い
、

楽
し
い
ゴ
ル
フ
大
会
に
し
よ
う

と
確
認
し
あ
っ
た
。

【
元
】

11
月
21
日
、
仙
台
国
際
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
写
真
家
の
後

藤
東
陽
さ
ん
ら
が
呼
び
か
け
人

と
な
っ
て
「
憲
法
9
条
と
沖
縄
」

宮
城
集
会
２
０
１
０
が
、
開
催

さ
れ
た
。

国
労
か
ら
は
、
地
方
本
部
、

宮
城
県
支
部
、
仙
総
支
部
か
ら

約
20
名
が
参
加
し
た
。

第
Ⅰ
部
で
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
・

作
編
曲
家
で
あ
る
稲
垣
達
也
さ

ん
の
ピ
ア
ノ
演
奏
が
あ
り
、
音

楽
を
通
し
て
平
和
を
訴
え
る
こ

と
に
対
し
、
一
同
は
深
い
感
銘

を
受
け
た
。

第
Ⅱ
部
で
は
、
冒
頭
に
後
藤

東
陽
さ
ん
が
呼
び
か
け
人
会
議

を
代
表
し
て
、
力
強
く
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
早
稲
田
大
学
法
学

学
術
院
教
授
の
水
島
朝
穂
か
ら
、

「
オ
キ
ナ
ワ
と
憲
法

そ
の
原

点
と
現
点
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
演
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
要
旨
は
、

①
日
米
安
保
は
、
安
全
保
障
の

た
め
で
は
な
く
、
米
軍
が
世
界

各
地
に
飛
び
出
す
た
め
に
沖
縄

に
米
軍
基
地
が
置
か
れ
て
い
る
。

②
戦
争
は
意
図
的
に
起
こ
さ
れ

て
お
り
、
米
軍
基
地
が
各
国
に

拡
大
し
て
い
る
。

③
普
天
間
基
地
移
設
の
本
質
は
、

新
た
な
基
地
を
設
置
す
る
こ
と

が
目
的
で
あ
る
こ
と
。

④
憲
法
9
条
を
99
条
で
守
ら
せ

る
運
動
が
必
要
。

⑤
ア
ジ
ア
に
軸
足
を
置
い
た
安

全
保
障
構
想
で
あ
り
、
様
々
な

角
度
か
ら
分
か
り
や
す
く
話
さ

れ
た
。

集
会
は
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
、

そ
の
後
参
加
者
一
同
は
、
仙
台

国
際
セ
ン
タ
ー
か
ら
青
葉
通
り
、

一
番
町
、
勾
当
台
公
園
へ
と
行

進
を
行
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

憲
法
9
条
と
沖
縄
問
題
を
訴
え

た
。

【
昭
】

宮
城
県
支
部
は
11
月
6
日
、

第
52
回
定
期
支
部
大
会
を
開
催

し
、
以
下
の
執
行
体
制
を
確
立

し
た
。

執
行
委
員
長

秋
山
正
浩

（
仙
台
建
築
）

執
行
副
委
員
長

八
巻
孝
夫
（
仙
・
宮
運
輸
区
）

書
記
長

山
田
芳
夫
（
岩
沼
駅
連
合
）

執
行
委
員

内
田
五
郎

（
貨
物
宮
城
）

木
藤
昭
弘

（
仙
台
駅
連
）

宮
本
広
美
（
宮
城
野
電
車
区
）

佐
藤
涼
一
（
小
牛
田
運
輸
区
）

千
葉
祐
悦
（
仙
石
線
駅
連
）

村
上
正
博

（
仙
台
駅
連
）

加
藤
幹
男
（
仙
・
宮
運
輸
区
）

婦
人
部
長

三
上
敦
子

（
仙
台
病
院
）

福
島
県
支
部
は
11
月
13
日
、

第
51
回
定
期
支
部
大
会
を
郡
山

市
日
和
田
公
民
館
で
開
催
し
、

以
下
の
執
行
体
制
を
確
立
し
た
。

執
行
委
員
長

小
桧
山
広
幸
（
郡
山
信
通
区
）

執
行
副
委
員
長

佐
々
木
勝
紀
（
福
島
地
区
）

堀
口
裕
一
（
郡
山
信
通
区
）

高
橋

寛

（
若
松
地
区
）

書
記
長

佐
藤
正
彦
（
郡
山
駅
連
合
）

書
記
次
長

山
田
明
彦

（
福
島
地
区
）

村
田
与
志
一
（
福
島
建
築
）

執
行
委
員

菊
池
尚
一
（
郡
山
駅
連
合
）

堀
切

彰

（
郡
山
電
力
）

小
桧
山
聡
（
郡
山
保
線
区
）

阿
部
貴
弘
（
郡
山
駅
連
合
）

橋
本
好
衛
（
貨
物
福
島
）

山
形
県
支
部
は
11
月
13
日
、

第
25
回
定
期
支
部
大
会
を
山
形

市
内
大
手
門
パ
ル
ズ
に
て
開
催

し
、
以
下
の
執
行
体
制
を
確
立

し
た
。

執
行
委
員
長

原
田
好
太
郎
（
山
形
連
合
）

執
行
副
委
員
長

堀
内

勉

（
山
形
連
合
）

書
記
長

伊
藤

雅

（
山
形
連
合
）

執
行
委
員

田
村
孝
一

（
新
庄
駅
連
合
）

木
村
勝
則

（
米
沢
連
合
）

鎌
田

仁

（
新
庄
連
合
）

難
波
新
一

（
山
形
連
合
）

11
月
13
日
、
こ
く
ろ
う
会
館

に
お
い
て
、
第
24
会
定
期
支
部

大
会
を
開
催
し
、
以
下
の
執
行

体
制
を
確
立
し
た
。

執
行
委
員
長

庄
司

修

（
車
体
）

執
行
副
委
員
長

阿
部

春
雄

（
運
転
）

書
記
長

原
子

清
貴

（
台
車
）

執
行
委
員

遠
山

政
孝

（
組
立
）

渡
辺

一
則

（
台
車
）

原
田

靖

（
車
体
）

及
川

正
昭

（
台
車
）

山
口

智

（
車
体
）
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10
月
29
日
、
地
方
本
部
は
「
地
本
委
員
長
杯
ゴ
ル
フ
大
会
」

を
仙
台
南
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
開
催
し
た
。
39
名
の
組
合
員
が
参

加
し
た
今
年
の
大
会
は
、
前
日
の
低
気
圧
と
翌
日
の
台
風
接
近

と
い
う
間
隙
を
縫
い
、
秋
晴
れ
で
の
ラ
ウ
ン
ド
に
。
参
加
者
は

は
「
今
年
こ
そ
」
と
優
勝
め
ざ
し
て
腕
を
競
い
合
っ
た
。

地方本部は11月24日、第一回2011春闘

事務局会議を開催し、来春闘に向けた

取組みを開始した。

会議で確認された事項は、

①昨年の総括を基に、今年の仙台総行

動の内容をどうするのか、各支部に

おいて検討し、次回の事務局会議に

持ち寄り決定する。

②次回以降の事務局会議の日程は以下。

第二回 12月19日（日）13時～

第三回 1月20日（木）18時45分～

第四回 2月24日（木）18時45分～

①大巾賃上げ獲得のための取組む

②仕事や職場環境および生活の見直し

と、それらの改善の取組む

③上記①と②取組みを通して、組織の

活性化と強化拡大を目指す

④国労の取組みを内外にアピールする

⑤春闘を社会へアピールする 【利】

1
位

中
鉢

悟
小
牛
田
運
輸
区

2
位

渡
辺
純
一郡

山
保
線
区

3
位

佐
藤
義
彦仙

台
電
車
区

4
位

山
本
善
昭仙

宮
運
輸
区

5
位

谷
村
俊
則仙

台
信
通
区

6
位

阿
部
貴
弘

郡
山
駅
連

7
位

鈴
木
弘
文

仙

台
信
通
区

8
位

大
槻
政
幸仙

宮
運
輸
区

9
位

熊
谷
義
昭

福
島
連
合
（
保
線
）

10
位

横
山
静
夫仙

総
（
運
転
）

ご満悦の中鉢氏（右）と大村実行委員長

退
職
の
お
知
ら
せ

10
月
31
日

金
田

勝
美
さ
ん

自
動
車
支
部
青
森
県

エ
ル
ダ
ー

小
笠
原
照
雄
さ
ん

岩
沼
駅
連
合

三
浦
峰
義
さ
ん

仙
石
線
駅
連
合

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

仙台市内を行進し、「護憲・平和」を訴える


